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　Abstract

Ants were investigated at the housing lots of the 
Ryukyu Islands using manual collecting. In this study, 
24 ant species belonging to 12 genera in 3 subfamilies 
were collected. This corresponds to 16.4% of the 146 
ant species confirmed on the Ryukyu Islands. Eighteen 
(75.0%) of the 24 ant species collected were alien ants. 
Ant species collected from all of sampling sites 
surveyed included Nylanderia amia ,  Pheidole 
megacephala and Pheidole parva. In this survey, the 
alien ant species Plagiolepis alluaudi was collected on 
the Nansei Islands (Naha city on Okinawa-jima) for 
the first time. Sixteen species were collected on 
Iriomote-jima (Haimi, Taketomi-cho), but only 9 
species were collected on Kume-jima (Kanegusuku, 
Kumejima-cho) and Hateruma-jima (Hateruma, 
Taketomi-cho). The similarity of species composition 
calculated by Nomura-Simpson’s Coefficients (NSC) 
was greatest (0.90) between Miyako-jima and 
Hateruma-jima. NSCs between all of the 8 Islands 
were for more than 0.5.

　はじめに

これまで南西諸島全域で約 190 種のアリが報

告されている（山根ほか，1999）．そのうち琉球

諸島から報告されたアリは 10 亜科 43 属 146 種で

ある（寺山ほか，2009）．

南西諸島における民家周辺のアリ相の調査は，

屋久島（原田ほか，2009），トカラ列島（原田ほか，

2014），奄美群島（下野・山根，2003；原田ほか，

2015a）などで行われてきた．琉球諸島において，

これまで環境別の調査として民家周辺での重点的

な調査例はみられない．今回，亜熱帯域に位置す

る琉球諸島において民家周辺に生息するアリの種

数，優占種，外来アリの割合などを明らかにする

ために調査を行った．

　調査地と方法

調査地は，琉球諸島の 8 島（沖縄島・久米島・

宮古島・多良間島・石垣島・西表島・波照間島・

与那国島）のそれぞれ 1 か所の民家周辺である（図

1）．調査日は 2015 年の沖縄島が 5 月 2 日，久米

島が 6 月 27 日，宮古島が 5 月 25 日，多良間島が

9 月 12 日，石垣島と与那国島がそれぞれ 5 月 1 日，

西表島と波照間島がそれぞれ 4 月 30 日である． 

調査は，民家周辺の生垣，道路，植え込みな

どを中心に，見つけ採りによって原則 4 名で 60

分間実施した（図 2）．採集したアリは，80% エ

タノールの入った管瓶に液浸した．持ち帰ったア

リは，少なくとも 1 種につき数個体ずつ三角台紙

に貼付して乾燥標本にした後，実体顕微鏡を使っ

て同定を行った．アリの種の同定は，日本蟻類研
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究会編（1989, 1991, 1992），日本産アリ類データ

ベースグループ（2003），寺山ほか（2009）を使

用し，種の配列は山根ほか（2014）に従った．

　結果

今回の調査によって，琉球諸島の民家周辺か

ら 3 亜科 12 属 24 種のアリが採集された（表 1）．

ケブカアメイロアリ Nylanderia amia，ツヤオオズ

アリ Pheidole megacephala，ナンヨウテンコクオ

オズアリ P. parva の 3 種は，すべての調査地で採

集された．一方，インドオオズアリ P. indica，ク

ロ オ オ ズ ア リ P. susanowo， ケ ブ カ シ ワ ア リ

Tetramorium kraepelini， カ ド ム ネ シ ワ ア リ T. 

smithi の 4 種は，1 つの調査地のみから採集された．

外来アリのウスヒメキアリ Plagiolepis alluaudi は，

これまで小笠原諸島のみで記録されていたが，今

回の調査において沖縄島で初めて採集され，南西

諸島初記録となった（原田ほか，2015c）（図 3）．

最も多くのアリが採集されたのは，西表島（竹

富町南風見）の 16 種で，沖縄島（那覇市港町）

と波照間島（竹富町波照間）のそれぞれ 14 種と

続いた（図 4）．一方，最も少なかったのは，久

米島（久米島町兼城）と与那国島（与那国町祖納）

のそれぞれ 9 種であった．8 か所の民家周辺から

採集された種の平均は 11.6 であった．また，採

集された 24 種のうち 18 種 (75.0%) は外来アリで

あった．

野村－シンプソン指数（NSC）によって求めた

種構成の類似度は，宮古島と波照間島間 (0.90) が

最も高かった（図 5）．また，すべての島間で類

似度は 0.5 以上であった．
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図 2．民家周辺の環境．A: 石垣島（石垣市）　B: 西表島（大原）　C: 波照間島（波照間）D: 与那国島（祖納）．
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　考察

今回の調査において，琉球諸島 8 島の民家周

辺で採集された 24 種のアリは，これまでに琉球

諸島で採集されている 146 種（寺山ほか，2009）

の 16.4% に相当する．

これまで島嶼域における民家周辺の調査とし

て，屋久島の宮之浦と安房の２つの民家周辺で合

計 24 種（原田ほか，2009），トカラ列島の口之島，

中之島，平島，諏訪之瀬島，悪石島，小宝島，宝

島の 7 島（各島で 1 か所ずつ調査）で合計 45 種（原

田ほか，2014），奄美群島の喜界島，徳之島，沖

永良部島，与論島の 4 島（各島で 1 か所ずつ調査）

で合計 24 種（原田ほか，2015a）などがある．民

家周辺の環境はさまざまである．トカラ列島の各

島の民家は，森林に隣接あるいは森林内にあり他

の島嶼域の民家周辺の環境と異なっていた．トカ

ラ列島 7 島での民家周辺から 45 種ものアリが採

集されたが，これは林縁，林内を主な生活場所と

種名 沖縄島 久米島 宮古島 多良
間島 石垣島 西表島 波照

間島
与那
国島

カタアリ亜科 
1 ルリアリ Ochetellus glaber ○ ○ ○
2 アワテコヌカアリ※ Tapinoma melanocephalum ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤマアリ亜科
3 ホソウメマツオオアリ Camponotus bishamon ○ ○ ○ ○ ○
4 アカヒラズオオアリ Camponotus shohki ○ ○ ○
5 ケブカアメイロアリ※ Nylanderia amia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 リュウキュウアメイロアリ※ Nylanderia ryukyuensis ○
7 ヒゲナガアメイロアリ※ Paratrechina longicornis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ウスヒメキアリ※ Plagiolepis alluaudi ○

フタフシアリ亜科
9 アシナガキアリ※ Anoplolepis gracilipes ○ ○ ○ ○
10 トゲハダカアリ※ Cardiocondyla itsukii ○ ○ ○ ○
11 ヒメハダカアリ※ Cardiocondyla minutior ○ ○ ○ ○ ○
12 カドハダカアリ※ Cardiocondyla ryokoae ○ ○ ○ ○
13 クボミシリアゲアリ Crematogaster vagula ○ ○
14 クロヒメアリ Monomorium chinense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 フタイロヒメアリ※ Monomorium floricola ○ ○ ○
16 インドオオズアリ※ Pheidole indica ○
17 ツヤオオズアリ※ Pheidole megacephalum　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 ナンヨウテンコクオオズアリ※Pheidole parva ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 クロオオズアリ Pheidole susanowo ○
20 オオシワアリ※ Tetramorium bicarinatum ○ ○ ○ ○ ○
21 ケブカシワアリ※ Tetramorium kraepelini ○
22 イカリゲシワアリ※ Tetramorium lanuginosum ○ ○ ○ ○ ○
23 サザナミシワアリ※ Tetramorium simillimum ○
24 カドムネシワアリ※ Tetramorium smithi ○

※外来アリとみなした種．

表 1．各島の民家周辺で採集されたアリ．

図 3．南西諸島初記録のウスヒメキアリ．日本産アリ類全種
図鑑（2003）．
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するアリが多く採集されたためであると考えられ

る．

今回の調査で，琉球諸島 8 島の民家周辺から

採集された 24 種のうち外来アリは 18 種（75.0%）

であった．また，今回民家周辺の調査を行った琉

球諸島の同じ 8 島の港（10 港）で 26 種のアリが

採集され，そのうち 19 種（73.1%）が外来アリ

で（原田ほか，2015b），両環境タイプで採集され

たアリの種数及び外来アリの種数はほぼ同じで

あった．また，野村－シンプソン指数（NSC）に

よって両環境タイプ間の種構成の類似度を求める

と0.88と高かった．港周辺に定着した外来アリは，

民家周辺など島全体の生息可能な環境へと時間と

ともに分散していくものと考えられる．
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図 4．各島の民家周辺で採集されたアリの種数．
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図 5．調査地間の種構成の類似度．


